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は  し  め  に

青森県の夏期は雨量が少なく日長が長いため,加工用 ト
マト無支柱栽培には適地であることから,産地化がすすめ

られ,作付面積は年々増加し現在400ヘ クタールに達して
いる。特に本県の県南地方の畑作地帯では,大手のパッカ
ーが進出し工場設置がさヤ眈 ことなどにより急激に増加し,

県全体のω～70%を 占めている。

しかし,県南地方は6月 から7月 にかけてォホーック海

高気圧によって低温,か照なヤマセ (偏 東風)の 日が多く,

気象的に意まれていない。

本県の加工用 トマトの栽培は,気温,晩霜等の関係から,
4月 上旬には種, 6月 上旬定植の作型が確立している。し

かし,こ の作型では,定植後初期花房の開花期がヤマセの

時期にあたり,着果不良,過繁茂の原因となっている。し

たがって,平年10フ ール当り平均収量
`5ト
ンに対 し, ヤ

マセの影響の強い年には半作以下にまで減収するなど,年

次による作柄変動が大きい作物である。しかし,こ の畑作

地帯には,加工用トマトに代わって導入する作物も少なく,

農家の加工用トマトに対する裁培意欲は大きい。

このようなことから,ヤマセの影響が出る時期以前に着

果を確保し,安定多収をはかるため,は種期 を早め, トン

ネル被覆による前進栽培の実用性を検討したのでその結果

を報告する。

試 験 方 法

試験区の構成

トンネル A区 (3月 1,日 は種,5月 7日 定lla)
トンネルD区 (3月 2日 は種, 5月 17日 定植 )

慣行区 (4月 10日 は種, 6月 lo日定植 )

供試品種 カゴメ75

栽植密度 うね幅15C“.株間40 Cr,(166桟 ζ)
マルチ 002“黒ポリ使用
トンネル 005“ ポソ使用,(6月 15日 除去 )
ネルモン処理 トライロントマト1.0∞ 倍液を第5
花房まで処理

6 施1畦 (り
`)N:P205:K20=12:■

2:12

内追肥はN:K20=0`:06を 2回に分施。
7 1区面積および区制 1区 18デ 3区制

試  験  結  果
1 ヤマセと開花期について
当場目芸部 (六戸町 )に おける平年の平均気温 日照時
数を図1に示 した。平均気温は徐々に上昇するが,過法 10

年間の 6月 における平均気温15℃以下の日が10日以上の年

は5年あった。また, 日照時数は,5月 に比べ6～ 7月 は
極端に少なくなる。 したがって, 6月以降ヤマセの影響が
大きい。
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図1 畑園試目芸部 (六戸町 )における平
年平均気温, 日照時数と処理別関花期

慣行の作型では,第 1花 房開花期からヤマセに通遇
する可能性が非常に大きい。 しかしトンネル A区 , B
区とも5月 の日照の多い時llJに 第 1,2花房が開花して

ヤヽる。

2 生育 着果状況
生育・着果状況を表 1に 示した。生育は, 6月 21日 (慣

行区活着 1週間際 )調査時において, トンネルA区,B区
が進んでいたが, トンネル区間には大差がなかった。着果

数 (果径約5“以上を調査 )は , トンネルA区が447個 ,
D区が209個 ,慣行区 45個 と早まきほど多かった。 フ月
8日 の調査でも同様に推移した。 トンネル区の着果数が多
かったのはトンネル内の平均気温が20C前後に保たれたの

と多日照のためと考えられた。
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表 1 処理・時期別生育 着果状況 (1区 5僣体
5区平均 )

3 収量について

% 9 12192431%1827%
処理 o日 ,l■物収穫量の推移 (a当 り)

輩:il姜 :三絹尋:

処理・時期別収豊 (a当 り)

図 2の 日別上物収種量の推移をみると,収穫始めは, ト

ンネル区が慣行区より16日 早まり, 8月 末までの早期収量

の割合も慣行区の20¢に対 し, トンネルA区90%, B区
“

¢で,早 まきトンネル栽培で多かった。収穫ピークは, ト

ンネルA区が8月 上・中旬, B区 が3月中 下旬.慣行区
が 9月 上・中旬で,約 10日 ずつ早まった。

総収量は図3に示したように,慣行区の57■%に対し,

トンネルA区は 1,191た ,,B区は871た夕で,は種期を早めト

ンネル被覆することによって増収効果が認められた。また,

上物収量も同様であった。

4 トンネル資材費について
トンネル被覆する場合表 2に示したような資材が必要で

あり その経費は約 5万 5千円であった。

表2 トンネル被覆に要する資材と経費
(10a当 り, 195'4調 査 )

材 名 規 格 数   量 経

幌 240m 1400本 25,800

ポリフィルム 可 o詠1醐及10d“

4郎こg%♂
7// 24,500

“

'
5,2∞

ポ リテープ 500π 相 1.41D

52,900

ま   と   め

本県の県南地方においては,加工用 トマトに代わる作物

がなかなかなく,栽培にあたっては,ヤマセによる生産の

不安定を解決することが急務である。

本試験の結果,早まきトンネル栽培は,ヤマセの影響の

出る6月 に入る前に開花し,着果が確保される。その結果,

早期収量も高くなり,残果も少なく総収量も150～ 200

¢の多収になるため,資材費など経営収支からも有利と思

われた。加工用トマト栽培農家の平均作付面積は約207-

ルであるが,労力等を勘案すれば他作物と労力の統合しな

い限り,10ア ール程度の作付は可能と思われる。

今後.カ ゴメ75は秋落ちが著しく後半の収量が伸びなか

ったため,こ れに代わる品種,さ らには,栽植密度等の検

討を要する。
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